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１．背景および目的 

粉じん飛散防止材（MAK フォーマー®.20（以下、当粉じん飛散防止材））は，既報 1），2）のとおり，生分解

性材料でありながら降雨に対する耐久性も兼ね備えた膜養生材であることから，法面保護の養生材としての活

用も十分期待できる．一般的な侵食防止対策として，法面にシート養生材で被覆する方法があるが，風による

飛散，設置・撤去の煩雑性，また傾斜のある切土などでは，不安定な作業を強いられるなど安全面の課題も抱

えていた．そのため，シート養生の代替として施工方法が容易な散布による膜養生が活用できれば，降雨によ

る法面侵食対策の選択肢が増える．そこで，実規模法面での長期侵食土壌量などをもとに，膜養生材の長期法

面侵食防止効果を検証した．  

２．実証試験の方法 

(1)試験区の選定及び盛土性状 

試験区を図－1 に示す．試験区は，横浜市内の造

成現場の盛土法面（法面勾配 1：1.8）を利用し，

法長 5.7m，横 4.9m の 3 区画（未散布，当粉じん飛

散防止材，土壌被膜を形成する製品Ａ）とした．

盛土材は細粒分質礫質砂（細粒分含有率<75µm：

62％，均等係数 Uc：48）であり，盛土法面をバッ

クホウで整形して実施した．なお，本試験期間は

2020 年 10 月から 2021 年 2 月までの 129 日間とした． 

(2)試験方法 

法面膜養生材の試験ケースは，未散布区，当粉じん飛散防止材散布区，

多くの工事現場で広く利用されている土壌被膜を形成する製品 A の散布

区の合計 3 ケースとした．2 種類の膜養生材料の散布量は法面傾斜によ

る材料の定着不足を考慮し，平地より散布量を増やした 3L/m2 とし，膜

養生材料の散布当日を含め，その前後の日は降雨を避けるように実施し，

散布後に 1 日膜養生を行った． 

法面膜養生材の土壌被膜形成の評価として，法面表面の起伏の

変化や侵食土壌量を経時的に観察するために，三次元点群測量（地上レーザースキャナー）を用いた．測量取

得データをもとに Leica ScanStation P20 解析ソフトを使用し，散布直後の初期値からの侵食土壌量や法面の起

伏変化コンター図を算出した．また，今回は被膜効果持続性の補助的な判定に静止摩擦係数（μ）を用いるこ

とし，静止摩擦係数を測定できるポータブル摩擦計（新東化学㈱製 TYPE－94iⅡ）を利用した（図－2）．静止

摩擦係数は，物体が面上を動き始める瞬間の静止摩擦力 f0=μN（N は垂直抗力）から求めることができる．摩

擦力は「接触面の状態：μ」と「面を押し付ける力：N」が影響していることから，静止摩擦係数は接触面の

指標となる．土壌被膜が形成されると，不均質な土粒子が接着されることから表面がザラザラになり，静止摩

擦係数は散布前より数値は大きくなる．つまり，時間が経過することで被膜の分解が進むにつれ，静止摩擦係

数は小さくなると予想されることから，法面の侵食効果の期間を判定する評価手法として用いた．なお，測定

は初期値（1 日目），低気圧通過に伴う降雨後（16 日目），最終値（129 日目）の合計 3 回実施した． 
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図－1 現場試験区 

図－2 ポータブル摩擦計による測定状況 
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図－1 試験区の配置 
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３．試験結果 

(1)気象条件 

過去 10 年の横浜市気象データ 3)によれば，試験期間の降水量は例年に比べ約 6 割程度少なかった．秋雨前

線によるやや強い降雨（10mm/hr）も例年なら 1 回以上観測されるところだが，試験期間中 1 度も観測される

ことはなかった．試験期間中に最大降水量を観測したのは，低気圧通過時の試験 5日目から 8日目の 4 日間だ

けであった．また，この 4 日間の最大降水量は 6mm/hr，合計降水量は 135mm であった．なお，試験期間を通

しての合計降水量は 228mm，0.5mm 以上の降水回数は 20 回であった． 

(2)侵食土壌量 

侵食土壌量は，法面の凹凸を 3 次元計測手法にて点群デ

ータとして図面化を図った．この図面化したデータをもと

に，初期観測データを各回の観測データと重ね合わせを行

い，その変化量から侵食した体積を求めた．未散布区にお

いて，図－3 に示すような法肩から法尻まで最大幅 800mm

の大きな洗堀を低気圧通過に伴う降雨後に確認した．この

洗堀による土壌侵食量は 0.29m3 であったが，当粉じん飛散

防止材及び製品Ａを散布した区画は膜養生材散布後，ほと

んど土壌面の変化はみられなかった．試験 129 日目の製品

Ａと当粉じん飛散防止材の侵食土壌量差は0.02m3程度であ

った．これにより当粉じん飛散防止材は土壌被膜を形成す

る製品Ａと比較しても，同程度の侵食防止効果を有するこ

とが確認できた．（図－4） 

(3)静止摩擦係数 

摩擦計の測定は平衡の保持が必須のため，法肩付近で，10

回計測し，最大値と最小値を除いた平均値をとった（図－5）．

静止摩擦係数は，膜養生材の当粉じん飛散防止材および製

品Ａが高く，当粉じん飛散防止材は，経時変化に伴い摩擦

係数が低下しており，未散布土壌に近づいていくことが推

測される．129 日目の静止摩擦係数は，両膜養生材ともに

散布後から 10～20％程度低減しているが，未散布区よりも

高く，侵食土壌の結果と照らし合わせても，被膜効果は継

続しており，4 ケ月の耐久性を確認することができた． 

４．まとめ 

 試験期間中に想定した秋雨の影響は少なかったが，長期

間の実規模法面試験を通じて，当粉じん飛散防止材は，従来製品と比較しても遜色のない侵食防止効果を有し

ており，静止摩擦係数からも長期間効果が維持されていることが明らかとなった．また，膜養生材による法面

の侵食防止材として有効であることを示すことができた．生分解性を有していることから，今後は，より環境

に配慮が必要な多くの現場での法面侵食や粉じん飛散防止材として適用していく予定である． 
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図－3 試験 16 日後の未散布区の侵食状況 
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図－5 各膜養生材による静止摩擦係数測定結果 
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図－4 各膜養生材による侵食土壌量 
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